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親
海
湿
原
の
橋
の
上
に

立
っ
た
。
北
に
向
け
て
姫

川
が
流
れ
て
行
く
。
梅
花

藻
が
漂
う
さ
ま
が
良
く
見

え
る
。
国
土
交
通
省
発
表

一
級
河
川
の
水
質
ラ
ン
キ

ン
グ
で
、
二
〇
一
〇
年
、

他
の
十
二
の
河
川
と
並
ん

で
日
本
一
。

　
四
月
末
、
親
海
湿
原
の

あ
ち
こ
ち
に
福
寿
草
。
盛

り
は
過
ぎ
て
い
た
よ
う
だ

が
、
ま
だ
ま
だ
。
流
れ
に

沿
っ
て
水
芭
蕉
の
花
も
見

ら
れ
る
。

　
二
輪
草
、
菊
咲
一
華
等

を
見
な
が
ら
歩
い
て
行
く

と
、
湿
原
周
辺
の
斜
面
に

は
片
栗
や
日
本
菫
。

　
街
の
花
壇
に
は
三
色
ス

ミ
レ
の
大
き
な
花
が
沢
山

あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
食
傷

気
味
。
そ
れ
比
べ
て
、
遙

か
に
小
さ
い
、
可
憐
な
日

本
菫
の
薄
紫
の
花
に
は
心

惹
か
れ
る
。

　
山
の
斜
面
に
猩
々
袴
。

昨
年
、
安
達
太
良
山
麓
で

見
つ
け
て
ス
ケ
ッ
チ
し
て

や
っ
と
覚
え
た
。

姫
川
源
流

長
野
県
白
馬
村
神
城

二
〇
一
四
年
四
月

お 

や 

み

ば 

い 

か

ふ
く
じ
ゅ
そ
う

に
り
ん
そ
う

き
く
ざ
き
い
ち
げ

か
た
く
り

に
ほ
ん
す
み
れ

し
ょ
う
じ
ょ
う
ば
か
ま

も

バードウィーク (愛鳥週間 )を前に
　

長
野
県
小
谷
村
、
栂
池

の
林
の
中
の
友
人
宅
に
招

か
れ
た
。
標
高
ほ
ぼ
九
百

ｍ
。
大
山
桜
が
よ
う
や
く

開
花
し
た
が
、
ま
だ
春
は

浅
い
。
近
く
で
ホ
ー
ホ
ケ

キ
ョ
と
鶯
が
鳴
く
と
、
少

し
離
れ
た
所
で
、
ホ
ー
ホ

ケ
キ
ョ
。
互
い
に
縄
張
り

を
主
張
。

小
鳥
の
巣
箱
架
け

　

昨
年
秋
に
彼
と
協
働
し

て
杉
板
で
巣
箱
を
作
っ
た

あ
っ
た
。
そ
の
巣
箱
を
、

五
月
十
～
十
六
日
の
愛
鳥

週
間
を
前
に
、
白
樺
に
か

け
た
。

白
樺
の
丸
太
か
ら
も

　

倒
れ
た
白
樺
が
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
で
切
断
、
保
管
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
を
使
っ

て
、
一
面
を
切
断
。
内
部

を
え
ぐ
っ
て
、
巣
箱
と
し

た
。
初
め
て
の
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
。「
動
力
が
あ
る
か

ら
楽
」
と
思
っ
て
い
た

が
、
保
持
す
る
の
に
力
が

必
要
。
心
地
よ
い
汗
を
か

い
た
。

　

愛
鳥
週
間
の
頃
に
、
何

が
入
る
か
？
四
十
雀
？
赤

ゲ
ラ
？
楽
し
み
だ
。

　

上
野
の
東
京
都
美
術
館

で
５
月
12
～
20
日(

19
は

休
み)

に
職
美
展
が
開
か

れ
ま
す
。
日
曜
ジ
ジ
通
信

の
原
画
、
か
な
が
わ
点
描

の
原
画
及
び
絵
本
「
だ
っ

て
ネ
コ
だ
も
ん
」
を
出
品

し
ま
す
。

職 

美 

展
し
じ
ゅ
う
か
ら


